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平成21年12月25日

社会福祉法人 日本盲人福祉委員会
サイトワールド実行委員会

実行委員長　榑松武男
『サイトワールド2009』報告書

はじめに

世界でも例を見ない「視覚障害者向け総合イベント」として、手に触って確認、納得し、満足できることを目指す『サイトワールド』は、今年も皆さまのご協力のお蔭で盛況裏に開催できました。

『サイトワールド』は既に４回（年）を経過し、視覚障害者の情報取得を支援する機器･製品､サービスの向上と、優れた最先端技術の駆使による進化を、そして、誰でもが使え、利用できることを目指すユニバーサルデザイン(ＵＤ)の進化･普及を実感できるものとなりました。また、これらの機器･製品､サービスを提供する出展者と来場された方々との双方向の交流は、『サイトワールド』ならではのものとなりました。

今年は、出展者同士がタイアップして、新たなサービスやシステムを紹介するブースもあり、「触りながら説明を聞こう」をキーワードに、機器や製品､サービスなどの更なる進歩発展を体験できるイベントとなりました。このように、盛況で充実したサイトワールドを、今回も無事開催できましたことを、感謝とともにご報告いたします。

ボランティアの皆さまには、今年も独自の準備をされ、多くの配慮をいただきました。そのお心配りに深甚なる敬意と感謝を捧げたく存じます。また、誘導案内等､不測の事故もなく開催できた陰には、本所警察署、ＪＲ・地下鉄錦糸町駅の皆さま、日本競馬会ウィンズの警備担当の皆さまの温かいご配慮がありましたことも、感謝とともにご報告いたします。

１．開催概要

名称　　　サイトワールド2009

テーマ　　　ふれてみよう！日常サポートから最先端テクノロジーまで

日時　　　平成21年11月1日(日)､2日（月）、3日(火･文化の日)､　午前10時～午後5時（最終日午後4時）

会場    すみだ産業会館　サンライズホール 　

東京都墨田区江東橋3-9-10 墨田区丸井共同開発ビル8・9階 （ＪＲ錦糸町駅南口前）

入場料　　　無料

主催　　　(社会福祉法人) 日本盲人福祉委員会　サイトワールド実行委員会
共催　　　(社会福祉法人) 日本盲人会連合、(社会福祉法人)　日本盲人社会福祉施設協議会、全国盲学校長会、　(社会福祉法人) 日本点字図書館、(社会福祉法人) 日本ライトハウス、(社会福祉法人) 視覚障害者支援総合センター

後援　　　内閣府、経済産業省、厚生労働省、文部科学省、東京都、墨田区、埼玉県、日本経済新聞社、日刊工業新聞社、毎日新聞社東京社会事業団、朝日新聞厚生文化事業団、読売光と愛の事業団、日本テレビ系列愛の小鳩事業団、ＮＨＫ厚生文化事業団、財団法人テクノエイド協会、日本ロービジョン学会、財団法人日本障害者リハビリテーション協会、ライフサポート学会、ＴROＮイネーブルウェア研究会、日本電気制御機器工業会、中小企業家同友会全国協議会　（順不同）

ボランティア　　墨田区社会福祉協議会、墨田区ボランティアサークル連絡会、点訳きつつき、霊友会法友文庫点字図書館、および　有志の皆さま

２．出展団体　（8階展示会場にて展示　44法人　50音順）

㈱アイプラスプラス(東京)、㈱アイフレンズ（大阪）、㈱朝倉メガネ(東京)、㈱アメディア（東京）、池野通建㈱（東京）、㈲エクストラ（静岡）、㈱ＮＴＴドコモ（東京）、㈱おんでこ（東京）、㈶共用品推進機構（東京）、ＫＧＳ㈱（埼玉）、廣済堂スピーチオ販売㈱（東京）、独立行政法人国立特別支援教育総合研究所（神奈川）、NPO法人ことばの道案内（東京）、㈱サン工芸（京都）、㈱ジェイ・ティー･アール（東京）、(社福)視覚障害者支援総合センター（東京)、シナノケンシ㈱（東京）、㈱タイムズコーポレーション（兵庫）、㈱ＴＮＫ（東京）、㈱電工社（岡山）、トーワ㈱（島根）、東京電力㈱（東京）、㈱ナレッジクリエーション（神奈川）、㈱西澤電機計器製作所（長野）、日本盲人社会福祉施設協議会盲人用具部会（ＪＢＳ日本福祉放送、㈱実業エージェンシー、レハ･ヴィジョン㈱）、(社福)日本点字図書館（東京）、日本アイ･ビー･エム㈱東京基礎研究所（東京）、㈱日本インシフィル（宮城）、㈱日本テレソフト（東京）、(社福)日本盲人会連合（東京）、パナソニック㈱（大阪）、NPO法人プロジェクトゆうあい（島根）、ヘルプミーの小旗の会（東京）、三菱電機㈱（東京）、㈱安久工機（東京）、ユーディ･クリエイト㈱（東京）、ラビット（東京）、Freedom Scientific BLV（アメリカ）、GW Micro（アメリカ）、HIMS Co.,Ltd（韓国）、ViewPlus Technology（アメリカ）
３．講演会、アクセシビリティ・フォーラム、ライフサポート学会、シンポジウム、セミナー等の開催

(1) 講演会：11月1日午後1時30分より　

『脳機能から見た心の形成』　　講師　：　中田　力　（新潟大学脳研究所 統合脳機能研究センター長・教授）

(2) サイトワールド・アクセシビリティ・フォーラム：11月2日午前10時30分より　　

コーディネーター　：　榑松武男　（ＫＧＳ㈱　代表取締役社長）

『理数系DAISY図書の制作・閲覧システム』

講演　：　鈴木昌和　（九州大学大学院　教授）

『点字の触読性評価研究と点字の3次元拡大モデルの製作』

講演　：　土井幸輝　（国立特別支援教育総合研究所）

『医療現場でのアクセシビリティ向上に向けた自動点訳プログラム e Brailleの開発』

講演　：　菅野亜紀　（神戸大学大学院 医学研究科内科系講座）

『インタラクティブな触覚ディスプレイについて』

講演　：　御園政光　（ＫＧＳ株式会社　ＶＩＰ部）

(3) ライフサポート学会　（視聴覚障害者バリアフリー技術研究会） 研究発表会：11月3日午前10時30分より　

ライフサポート学会　会長　斎藤之男　（東京電機大学　教授）

　　　『見る・聞く･話す を支援する振動デバイスの研究開発　―携帯電話の新たなインターフェースの可能性― 』　　

伊福部達*1、　上田一貴*1、　○大河内直之*1、　千川文子*1、　落合大介*1、　伊藤篤*2、　平松裕子*3、

*1：東京大学先端科学技術研究センター、　*2：株式会社ＫＤＤＩ研究所、　*3：株式会社ＫＤＤＩエボルバ、

『視覚障害者用機器の開発 ―職業能力開発総合大学校福祉工学科での取り組み― 』　

○池田知純*1、花房昭彦*2、垣本映*1、

*1：職業能力開発総合大学校機械システム工学科、*2：芝浦工業大学システム理工学部生命科学科、

『喉頭癌等による発声障害者のための国産電気式人工喉頭の開発と製品化』

○橋場参生*1、須貝保徳*2、伊福部達*3、

*1：北海道立工業試験場、*2：株式会社電制、*3：東京大学先端科学技術研究センター、

『スクリーンリーダーによる電子音楽の制作』 

 ○諸熊浩人*1、　*1：筑波技術大学保健科学部情報システム学科、

『開発機器のデモンストレーション』

坂尻正次*1　（ライフサポート学会視聴覚障害者バリアフリー技術研究会 委員長）

*1：筑波技術大学保健科学部情報システム学科、

(4) サイトワールド2009緊急企画　シンポジウム　『視覚障害者と地上デジタル放送』 ：11月3日午後1時より

パネラー　研究者：　中村美子　（ＮＨＫ放送文化研究所　主任研究員）

パネラー　研究者：　坂井忠裕　（ＮＨＫ放送技術研究所　人間･情報科学研究部）

パネラー　メーカー：　谷水明広　（三菱電機株式会社 京都製作所 ＡＶ機器製造部 専任）

パネラー　視覚障害者：　南谷和範　（全国視覚障害者情報提供施設協議会 情報アクセシビリティ検討委員会委員）

パネラー　司会：　田中徹二　（サイトワールド副実行委員長　日本点字図書館理事長）

(5) 自主セミナー、　資料展示、

1 静岡県立大学　国際関係学部　石川研究室・「視覚障害者ＧＰＳ歩行支援システム」セミナー　：　

11月1日午前10時30分

2 杉山検校遺徳顕彰会・「杉山和一を語る―視覚障害者福祉･教育の先達､日本鍼灸の管鍼術の開祖」　　資料展示と講演会　：　11月1日午前10時

3 ことばの道案内・「ことナビを利用しながら、携帯とＩＣタグの組合せによる公開デモ」セミナー：11月2日午前10時

4 ㈱ラビット・「荒川明宏のこだわりトーク―高知システム開発をどこまで裸にできる」セミナー：11月2日午後1時

5 桜雲会・「ヘレンケラーホンで体表点字の原理を体験しましょう」体験会：　11月3日午前10時

6 日本アイ･ビー･エム㈱・「インターネットアクセシビリティ体験会」：11月1日午後1時、　3日午後1時

7 シナノケンシ㈱・「プレクストーク体験会」：11月2日午前10時、　3日午前10時

４．音楽会　フルートとチターの協演

演奏　：　綱川泰典（日本･フルート）、ビリー･フーバー（ドイツ･チター）　11月2日午後1時、3時、　２回公演

５．特別企画　『触る彫塑展・彫刻、塑造に触って、作者の意図に触れて見よう』

彫塑作品は、触れて鑑賞することで新たな感動を呼び起こすことができます。木や石や金属などに触れると私たち現代人の忘れていた感情が目覚めるようです。さらに彫刻としての量感や形が実感として迫ります。このような感覚を味わっていただこうと、筑波大学大学院人間総合科学研究科 教授 柴田良貴先生に監修をお願いし、筑波大学彫塑教室の学生の極めて彫刻的な作品を提供いただき展示しました。作者でもある学生の皆さんが会場に詰め、説明や触る鑑賞のアシストを務めてくださいました。また、柴田教授と同科の中村義孝教授、大原央聡准教授が日替わりで、タッチツアーと概説を行い、頭像制作・木彫制作のデモンストレーションを行いました。
陸亀の実物大の木彫作品が、入口で来場者を迎え、その亀に触るだけでなく、上に跨り、作品の質感を皆さま楽しんだようです。頭像制作のデモでは、粘土で形作られる頭像と、モデルの頭や顔を交互に触り、モデルの特徴が作品に表現される過程を、皆さまびっくりしながら楽しんでいました。アンケートにも「作者の学生さんが丁寧に説明してくれて楽しかった」や、「カメが良かった」の記述もあり、好評でありました。

この企画へ、快く応じられ、作品の搬出入作業から、展示まで、先生方、学生の皆さんがご自分たちでなさるというご協力をいただきました。筑波大学の皆さまに心より御礼申し上げます。

６．会場案内設備について

点字案内板：日本で初の点字案内板を世に出した㈱サン工芸より、サイトワールド2009展示会場のレイアウトを示す「点字案内板BS-G型」の提供を受け、入場口脇に設置しました。

点字ブロック：点字ブロックのパイオニアの（財）安全交通試験研究センターの提供により、８階会場入口に「点字ブロック」を敷設しました。

音声案内システム：池野通建㈱の提供により、「音声標識ガイドシステム」の音声案内装置を、会場エレベータ付近、会場入口、トイレ付近、展示コーナー等に設置、来場者の利便に供しました。

音声案内システム：レハ･ヴィジョン㈱の提供により、「ポッチ シリーズ」の音声情報案内装置を８階９階のトイレに設置し音声案内しました。

音声案内システム：プロジェクトゆうあいの提供により、「てくてくラジオ」にて会場案内を行いました。また同提供により、会場入口にて、ＡＭラジオの貸し出しを行いました。

７．開会式

11月1日午前9時45分より、会場エントランスにて、開会式を挙行、主催者より、サイトワールド実行委員会委員長 榑松武男、日本盲人福祉委員会　理事長　笹川吉彦よりご挨拶をいたし、厚生労働省 社会･援護局 障害保健福祉部 企画課 自立支援振興室長　矢田宏人様、墨田区長（墨田区社会福祉協議会会長） 山崎 昇様よりご祝辞をいただき、４名でテープカットをしました。

８．ボランティアによる誘導案内

　墨田区のボランティアの皆さまを中心に、墨田区社会福祉協議会の皆さま、霊友会法友文庫点字図書館の皆さま、有志の皆さま延べ200名の方々に、4年目の今年も支えていただきました。毎年、ご協力いただく方々が多くおられ、案内誘導にもその経験が伝えられ、生かされていました。ボランティアの皆さんは事前に各ブースの情報を入手され、来場者の希望と各ブースの様子に合わせた案内をしていただきました。アンケートにもボランティアの案内の的確さと親切に感謝の記入が多くあり、1人でも安心して回っていただいた方は多くおられたようです。サイトワールドの成功は、ボランティアの皆さまのご協力があってこその成功であり、感謝に堪えません。

９．首掛けカードとアンケートの実施、ヘルプカードとの兼用。

4回目の開催となるサイトワールド2009では、行政関係（ピンク）、教育関係（緑）、法人（団体･企業）（青）、一般（茶）の4区分で、来場者の所属が分かるよう、色別のカードを用意し、首からかけていただきました。また、この首掛けカードを振ったり、高く掲げることより、ヘルプカードを兼ねることとしました。

カードの裏には、下記8項目の質問を印刷し、アンケートを行いました。

①　何回目のご来場ですか　　　　(1)　初めて　　　　(2) （　　　　）回目　　

②　印象に残ったイベント、テーマ、展示物などがございましたらご記入ください。　（複数可）
③　運営について、お気づきの点ありましたらご記入ください。
④　性別　 　　　　　　男性　　　　　　　女性
⑤　年齢　　　（　　　　）代

⑥　どちらから来られましたか。（都道府県名を回答ください）　　　　

⑦　所属　（1）　行政関係　　(2) 教育関係　　(3)　法人(団体・企業等)　　(4) 一般

⑧　自筆　　or　　代筆　　　いずれかに○を

弱視用に拡大文字でのアンケート回答用紙などを含め、1,390通の回答がありました。

詳細は、別紙の「サイトワールド2009　アンケート集計」の資料を参照ください。

１０．会場概況
サイトワールドがイベントとして定着してきたことを実感する4年目の開催となりました。それは、目的を明確にされての来場者が多くおられることと、サイトワールドの特徴でもある双方向の交流を意識して来られる方が、確実に増えており、会場内の混み方も予想されて、時差来場という感もありました。これらは、3日間を通じて会場が賑わい続けたことからも伺えます。事務局には、開催前から資料（ガイドブック）を求める連絡が、年々増えており、これらやホームページの情報、また、出展者の皆さんの事前情報などにより、来場者の皆さんはある程度の情報を持ち、会場で触り、納得のいく説明を受けるという方々の増加につながったものと思われます。

昨年と同数の出展ブース数でありましたが、会場通路を８の字のようにし、会場内通路幅の入り口側をやや広くする効果などもあり、場内におられる人数が多いにも関わらず、比較的スムーズに皆さま見学されたようです。そして、これらの経験が、「見学上手」といえる視覚障害者とその関係者を生み出しているものと申せます。

１１．広報活動

これまで同様、サイトワールドの広報としては、20,000枚のチラシと1,500枚のポスターを制作し、共催団体を通じ、全国の視覚障害者関連の施設、団体、盲学校、点字図書館等に配布を行い、また、出展者からも関係団体、個人等への広報活動を実施しました。ガイドブック（墨字版）の事前配布を行うことで､サイトワールドのイベント情報の事前周知を図りました。実行委員会事務局では、点字・墨字のガイドブックの事前送付を、関連団体をはじめ、昨年から申し出のあった方々や希望者に行い、来場の便に供しました。

NHKラジオ第2放送、山梨放送、ＪＢニュース、日刊工業新聞、雑誌「視覚障害」等々にて事前情報が伝えられ、TV神奈川、ＴＶ埼玉等では、特集で取り上げられました。

１２．来場者数

会期中の来場者数　約4.650名　　　　９階会場来場者　約1,370名（※）

	　
	行政
	教育
	法人
	一般
	合計

	11月1日
	50 
	100 
	120 
	1,330 
	1,600 

	11月2日
	70 
	120 
	160 
	1,300 
	1,650 

	11月3日
	50 
	100 
	150 
	1,100 
	1,400 

	合計
	170 
	320 
	430 
	3,730 
	4,650 


	９階会場
	触る彫塑展
	講演会
	フォーラム
	音楽会
	サポート学会
	シンポジウム
	合　計

	
	
	pm1:30
	am10:30
	pm1:00、3:00
	am10:30
	pm1:00
	

	11月1日
	230 
	120 
	　
	　
	　
	　
	350 

	11月2日
	200 
	　
	120 
	250 
	　
	　
	570 

	11月3日
	220 
	　
	　
	　
	100 
	130 
	450 

	合計
	650 
	120 
	120 
	250 
	100 
	130 
	1,370 


(※:　会議室3、5のセミナー参加・来場者数は含んでいません。)

１３．警察、駅関係

これまでの3年と同様、『サイトワールド2009』開催に先立ち、本所警察署、錦糸町駅北口・南口交番、JR錦糸町駅、地下鉄錦糸町駅、日本中央競馬会ウインズ錦糸町警備主幹の方々に、交通警備等の特段のご配慮をお願いし、無事に開催できました。
１４．設備工事

会場の小間設置、電気配線工事は、㈱ボックス・ワン、㈲坂田電気工事に発注しました。
１５．サイトワールド総括

緊急企画として実施した「視覚障害者と地上デジタル放送」のシンポジウムは、2011年7月の地上デジタル放送の完全実施を控えて、テレビから情報を得ている視覚障害者は多くいるにもかかわらず、音声解説の充実対応を含め、いくつかの課題解決を求めねばならない現状況の認識の共有が遅れており、実施されてからでは手遅れになる心配もあることを背景として開催されました。シンポジウムでは、情報通信技術の発展によるデジタル化の必然性や、メーカーや研究者の立場から、また、ユーザーの立場からの発表があり、認識を深める端緒となりました。また、音声ガイド機能付きのテレビの前で、出展者説明員に、質問をし、希望を述べる方が多くありました。

このようなサイトワールドの特徴でもある、出展者･来場者の双方向の交流は、そのほかの小間でも活発に展開されていました。当然のことながら、新製品の出展には関心の高いものがありますが、それと同時に、「会場で集めた声を製品に反映させていてびっくりしました」といった声がアンケートにもあり、出展者の製品の改良努力をきちんと受けとめられている来場者も多くおられることも明らかです。サイトワールド会場内での交流が、出展者の製品の改良努力につながり、その成果が来場者の連年の来場により確認される文化が育ちつつあると申せます。

新潟大学脳研究所 中田 力教授の『脳機能から見た心の形成』の講演会、筑波大学彫塑教室の作品提供による『触る彫塑展』等は、企画発表時より、多くの方がこれを楽しみとする期待の声を、サイトワールド実行委員会に寄せられました。その感想の多くは、通常の展示会は、実用的な情報が中心で、実用的な新製品や技術、その研究成果などの紹介に終始し、それはそれで大事であるが、総合イベントとしてのサイトワールドでは、興味あるテーマを毎年工夫され、文化の香りを味わい、心豊かになれる企画により、情報に追われる毎日から、ちょっと解放されるホッとするひと時が用意されていて嬉しいといったものであります。中田教授の講演も、脳機能の研究から、科学と感性が無縁でないことを示される興味深いお話しでした。彫刻家でもある筑波大学の柴田良貴教授が、触ることによる芸術鑑賞をすすめられてこられたことで、学生の皆さんの力作を展示する今回の彫塑展となりましたが、作品を触って鑑賞し、その作者とも交流できるという企画は、多くの方に楽しんでいただきました。

埼玉県が郷土の偉人の精神を受け継ぎ制定した塙保己一賞の第一回奨励賞を受賞された綱川泰典氏のフルートと、ドイツ人奏者ビリー･フーバー氏のチターの協演は、両氏を間近に囲むサロン音楽会となり、演奏者の息遣いや情熱が、生の音を通じてストレートに聴衆に届き、会場全体がひとつとなる響きを皆さまが味合われました。

サイトワールド・アクセシビリティ･フォーラム、ライフサポート学会の研究発表は、多岐に亘る研究テーマが、それぞれの研究者から発表されましたが、地道なそして真摯な研究姿勢は、その研究成果とともに来場者の感激と感謝を呼び起こしています。これからもなおこれらの研究の発展と深化を切望いたします。

出展者の皆さんには、年１度のサイトワールドの開催に合わせて、新製品の発表や、製品の使い方の啓蒙、そして当事者からいろいろな感想や意見を集めようとする各社のリズムが、まさに呼吸を合わせる形で、３日間会場で来場者をお迎えすることになりました。出展者同士連携されるケースや、異業種とも思われる組合せは、来場者へ分り易い情報発信を目指したものであり、その狙いは、来場者にも充分理解を得られるものとなりました。出展者が相互に連携を取り、サイトワールドを出展者の立場からも成功させようと心を配られたことに謝意を表します。

サイトワールドもイベントとして４回（４年）、同一会場にて続いたことにより、年中行事として定着したように認識される向きも多くなりました。視覚障害者にとって欠かせない情報の受発信のイベントとしても皆さまの意識の中に育ちつつあります。これはこのイベントを企画し実行した実行委員会のメンバー全員の喜びともなっています。

サイトワールドが当初目指した、「視覚障害者向けに配慮された商品、用具、機器などの生活・就学・就労に関わるものの出展、即ち、会場に出向けば、すべてのものに触れて、試して、納得できること」を通じて、その文化向上が図られることに加え、これまで4回の開催で培われた双方向の交流の実りをより豊かなものとするため、第5回の開催のため、各界のご理解とご支援を改めてお願いいたす次第であります。
１６．第5回サイトワールドの開催について
『サイトワールド2010』は、日本点字制定の日の2010年11月1日（月）から3日間、会場も同じ、すみだ産業会館サンライズホールにて開催いたします。

１７．実行委員会構成

実行委員長  　榑松武男 　（ＫＧＳ株式会社 代表取締役）
副実行委員長　  田中徹二 　（社会福祉法人 日本点字図書館 理事長）
事務局長 　 高橋　実 　（社会福祉法人 視覚障害者支援総合センター 理事長）
実行委員  　荒川明宏 　（株式会社ラビット 代表取締役）
実〃〃〃員 　 岡村原正 　（株式会社ジェイ･ティー･アール 代表取締役）
実〃〃〃員　  清水正人 　（シナノケンシ株式会社）
実〃〃〃員   杉山欣司 　（株式会社サン工芸　代表取締役）
実〃〃〃員　  中山政義 　（社会福祉法人 日本盲人福祉委員会　事務局長）
実〃〃〃員 　 望月　優　 （株式会社アメディア 代表取締役）
実〃〃〃員  　吉田健二 　（池野通建株式会社）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　([image: image1.png]50音順)
１８．連絡先

事務局： 〒167-0043 東京都杉並区上荻2-37-10 Keiビル　　社会福祉法人 視覚障害者支援総合センター内

　　　　　　        　  電話： 03-5310-5051  FAX： 03-5310-5053

１９．会計報告は別紙の通り
おわりに
来場者・出展者・関係者全員が主役である『サイトワールド』は、また、来場者・出展者・関係者全員の財産、文化でもありましょう。多くの方の『サイトワールド』に寄せられる期待が、『サイトワールド』に関係するすべての方々のエネルギーを引き出す好循環を生み出すことに繋がってもいます。この好循環が続くことになるか、次回の第5回の『サイトワールド2010』は、ある意味では正念場にあるとも申せます。来場者・出展者・関係者全員の参加と連帯が『サイトワールド』を育み、発展させる鍵であることは申すまでもありません。第5回の準備（2010年2月よりスタート）と成功に向けて、皆さまのご支援･ご協力を心よりお願いいたし、『サイトワールド2009』報告書の結びといたします。
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